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ナノインデンテーションでは、通常の硬さ試験と同様に圧子（針）を試料に押し込み、硬さの測定を行う。このときの深さ

は1μm以下と非常に小さいため、複雑な組織を持つ材料の各組織単体も評価の対象にできる。ただし、磨耗等による圧子先

端の鈍化の影響を受けやすくなるため、その影響の補正に「基準」となる試料が必要になる。この基準片には、ばらつきの少

ない、均一性に優れている性質が求められる。

各種高純度金属単結晶の代表的な結晶面、（100）、（110）、（111）、について研究を行い、その結果選定されたタングステ

ン単結晶（100）面による試作基準片は、面内の回転角度に対する依存性や

個々の試験片のばらつきが少なく、非常に均一な特性を有していることが実

証され、硬さのばらつきは目標の５％以下の４％以内となった。この結果か

ら試作基準片は通常のマクロ硬さ基準片と同等の均一性をナノ領域で持って

いることになる。また、３ヶ月間特性が変化しないことを確認した。

　ナノインデンテーション規格としては、漸く2002年10月に ISO14577が

制定されたが、深さ測定方式による硬さ試験では、マクロ硬さ試験において

さえも試験機ごとに測定値の食違いが生じているため、今後は、代表的な複

数のナノインデンテーション試験機により、基準値の妥当性が十分確認され

た基準片の量産化研究を目指す。この課題は本試験方法並びにナノテクノロ

ジー信頼性向上の鍵となっており、成功すれば実用化が大きく期待できる。 ▲試作物外観


